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１．三大都市圏における関係人口の存在

三大都市圏居住者の日常生活圏、通勤圏以外の地域との関わりの状況

関
係
人
口
（
訪
問
系
）

就労型 約181万人 3.9％
直接寄与型 約141万人 3.0％

参加・交流型 約272万人 5.8％

趣味・消費型 約489万人 10.5％

約1,080万人
23.2％

関係人口（ふるさと納税等）
約89万人 1.9％

特定の地域と関わりのない人
約2,725万人
58.2％

地
縁
・
血
縁
的
な
訪
問
者

（お盆・正月以外にも）地縁・血縁先の訪
問を主な目的として地域を訪れている人
（地域では趣味、消費活動等を実施）
約633万人 13.5％

お盆・正月に帰省を目的に地域を訪れている人
約141万人 3.0％

特定の生活行動や用務を行っている人 約9万人 0.2％

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

推計の概要
○ 三大都市圏に居住する約３万人に対してイン

ターネットアンケートを実施（18歳から99歳の男
女、28,466人が有効回答）

○ 調査対象地域の18歳以上の人口（約4,678
万人）に基づき、男女比率及び年齢構成を踏ま
えて拡大推計を実施

○ 三大都市圏（補足資料P42、参考１参照、以下同じ）の18歳以上の居住者（約4,678万人）のうち、約２割強（約
1,080万人）が関係人口として、日常生活圏、通勤圏等以外の特定の地域を訪問している。

用語の定義
【関係人口（訪問系）】

日常生活圏、通勤圏、業務上の支社・営業所訪
問等以外に定期的・継続的に関わりがある地域が
あり、かつ、訪問している人（地縁・血縁先の訪問
（帰省を含む）を主な目的としている人を除く）
〈大分類〉・・・地域における過ごし方に応じて分類
【直接寄与型】

産業の創出、地域づくりプロジェクトの企画・運営、
協力、地域づくり・ボランティア活動への参加等
【就労型】

地域においてテレワーク及び副業の実施、地元企
業等における労働、農林水産業への従事
【参加・交流型】

地域の人との交流やイベント、体験プログラム等に
参加
【趣味・消費型】

地縁・血縁先以外で、地域での飲食や趣味活動
等を実施（他の活動をしていない） 2
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２．「関係人口」はどの程度認知されているか

○ 三大都市圏居住者には一定程度の関係人口が存在しているが、言葉の認知度は非常に低い状況。

定義や考え方など、概ね知っている

2.8%

言葉は聞いたことがあるが、詳しくはわからない

6.7%

聞いたことはないが、何となくイメージできる

17.2%
特に聞いたこともないし、よくわからない

73.2%

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施）、１次調査回答者

三大都市圏居住者の関係人口の認知度

回答者総数：28,466人



訪問・滞在して関わる地域があると良い
16.2 %

訪問・滞在はせずに応援できる地域があると良い
13.1 %

特に関わりを持ちたいと思わない
70.7 %

4

３．関係人口ではない人はどの程度関係人口に関心があるか

○ 特定の地域と関わりのない人に対して、居住地等以外への関わりの希望を確認したところ、「訪問・滞在して関わ
る地域があると良い」と回答した人は、約16％であった。

○ また、「訪問・滞在はせずに応援できる地域があると良い」と回答した人は、約13％であり、居住地等以外と何
らかの関係を求めている人が約３割存在している。

○ 一方で、「特に関わりを持ちたいと思わない」と回答した人が約７割存在している。

特定の地域と関わりのない人の居住地等以外への関わりの希望

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口以外の者）

27.9% 

29.2% 

19.5% 

18.1% 

2.7% 

9.7% 

10.4% 

40.2% 

0.3% 

時間的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

体力的な負担が大きい

自分にとってのメリットが感じられない

同居の家族や同行者の理解を得るのが難しい

他の地域のことや地域活動に興味・関心がない

他にやりたいこと、やるべきことがある

特に理由はない

その他

「滞在しない」、「特に関わりを持ちたいと思わない」理由

（複数回答可）

無
関
心
・無
関
与
層

関
心
層

回答者総数：17,405人
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４．関係人口（訪問系）は関わり先でどう過ごしているのか
○ 関係人口（訪問系）の関わり先での過ごし方については、地域ならではの飲食や買い物、自分の趣味や地域の環境

を楽しむ活動を行っている人の割合が高い。
○ また、地域の人との交流や人脈づくり、祭りや地域体験プログラムへの参加を行っている人がある程度の割合で存

在する。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

2,368 人

1,821 人

637 人

325 人

207 人

144 人

151 人

845 人

497 人

354 人

988 人

193 人

201 人

879 人

161 人

14 人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

地域ならではの飲食や買い物（地場産品の購入等）

自分の趣味や地域の環境を楽しむ活動

本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）

本業とは異なる仕事（副業や兼業など）

地元の企業・事業所での労働

農林漁業等での労働

地域に新たな仕事（産業）を創出するなどの活動への参加

祭りや地域体験プログラム等への参加

地域のボランティアや共助活動への参加

教養・学習の場への参加

地域の人との交流・コミュニケーションを楽しむ、人脈をつくる

地域の交流拠点などで創発されるプロジェクトやコミュニティへの参加

地域のまちおこしにつながるようなプロジェクトの企画・運営、または協力・支援など

特に何もしないで過ごす

墓参、家族・親族等の世話、面会、同窓会等

自己の用務、生活行動等（日常的な買物、飲食、通院、生活サービス享受等）

関係人口（訪問系）の関わり先での過ごし方

注）複数回答可

回答者総数：5,820人
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５．直接寄与型は関わり先でどう過ごしているのか

〇 直接寄与型における地域の内発的発展に直接寄与する活動は、“地域のボランティアや共助活動への参加”がメイン
となっている。

○ さらに、“地域のまちおこしにつながるようなプロジェクトの企画・運営、または協力・支援など”への参加も比較
的高い割合で確認できる。

○ 直接寄与型の人は、地域の人との交流やコミュニケーション、人脈づくりを意識している。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

216人

234人

65人

71人

52人

34人

151人

189人

497人

95人

205人

92人

201人

4人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

地域ならではの飲食や買い物（地場産品の購入等）

自分の趣味や地域の環境を楽しむ活動

本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）

本業とは異なる仕事（副業や兼業など）

地元の企業・事業所での労働

農林漁業等での労働

地域に新たな仕事（産業）を創出するなどの活動への参加

祭りや地域体験プログラム等への参加

地域のボランティアや共助活動への参加

教養・学習の場への参加

地域の人との交流・コミュニケーションを楽しむ、人脈をつくる

地域の交流拠点などで創発されるプロジェクトやコミュニティへの参加

地域のまちおこしにつながるようなプロジェクトの企画・運営、または協力・支援など

墓参、家族・親族等の世話、面会、同窓会等

直接寄与型の地域での過ごし方

注）複数回答可

回答者総数：749人

※ は、地域の内発的発展に直接寄与する活動
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６．東京都在住の関係人口（訪問系）は関わり先でどう過ごしているのか

○ 東京都在住の関係人口（訪問系）のうち、約５割は今回の調査対象範囲である三大都市圏への関わり（約４割は首都
圏都市部）となっており、直接寄与型については、約６割が三大都市圏への関わりとなっている。

○ 一方、三大都市圏、政令市及び中核市以外の地方部への関わりを持っている人が約３割存在しており、都市部から地
方部に赴いている関係人口の存在が確認できる。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、訪問地域数ベース）

関係人口（訪問系、東京都在住者）の関わり先及び過ごし方

18.4%

1.4%

3.4%

5.9%

5.5%

14.3%

1.0%

8.6%

0.5%

1.9%

2.3%

2.6%

8.2%

0.4%

8.4%

0.3%

0.9%

1.2%

1.3%

3.1%

0.3%

6.0%

0.1%

0.2%

0.4%

0.8%

2.9%

0.0%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

首都圏都市部

中部圏都市部

近畿圏都市部

政令市（三大都市圏以外）

中核市（三大都市圏以外）

地方部等（上記以外）

不明

趣味・消費型
【N=1,101】

参加・交流型
【N=538】

就労型
【N=342】

直接寄与型
【N=227】

（人）

41.4％

2.2％

6.3％

9.7％

10.2％

28.5％

1.7％

回答者総数：2,208人
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７．大阪市在住の関係人口（訪問系）の関わり先でどう過ごしているのか

○ 大阪市在住の関係人口（訪問系）及び直接寄与型については、約６割強は今回の調査対象範囲である三大都市圏への
関わり（関係人口（訪問系）の約５割は近畿圏都市部）となっている。

○ 一方、三大都市圏、政令市及び中核市以外の地方部への関わりを持っている人が約２割存在しており、東京圏と同様
に、都市部から地方部に赴いている関係人口の存在が確認できる。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、訪問地域数ベース）

関係人口（訪問系、大阪市在住者）の関わり先及び過ごし方

2.2%

1.0%

26.1%

3.9%

3.9%

10.1%

0.7%

1.0%

0.2%

13.5%

1.9%

1.9%

5.6%

1.4%

0.2%

8.2%

2.9%

2.9%

0.5%

0.5%

0.0%

7.2%

0.2%

1.2%

2.4%

0.2%

0 50 100 150 200 250

首都圏都市部

中部圏都市部

近畿圏都市部

政令市（都市圏以外）

中核市（都市圏以外）

地方部等（上記以外）

不明

趣味・消費型
【N=198】

参加・交流型
【N=100】

就労型
【N=67】

直接寄与型
【N=49】

（人）

5.1％

1.4％

55.1％

6.0％

9.9％

21.0％

1.4％

回答者総数：414人
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８．関係先と関わりを続けるために必要な要素

○ 地域の内発的発展に直接的に寄与していると想定される“直接寄与型”が考える“地域との関わりを継続したい理由”
としては、人との出会いやつながりがあることや共感を得られることが一番多くなっている。

○ また、楽しい、リフレッシュできる、成長できる等、自己の欲求を満たす目的の人の割合も高い。
○ 人や地域との出会いをサポートし、自己実現の機会を設けることが重要であると思料できる。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

楽しい、リフレッシュできる

生きがいを感じる、自分らしさや成長などを実現できる

同行者や滞在先の人などが喜んでいる

いろいろな人との出会いやつながりがあり、共感を得ることができる

人との出会いとつながりをサポートしてくれる人がいる

収入源となっている

本業の仕事がはかどる

地域の良い変化を感じられる

所属組織として取り組んでいる

家族の事情や地域との関係性がある

その他

直接寄与型が考える地域との関わりを継続したい理由

注）複数回答可

回答者総数：656人
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９．関係先と関わりを深めるために必要な要素

〇 地域との関係性を深めたい人が比較的多く確認できる「直接寄与型」が考える地域との関係性を深めるために必要
な要素を分析すると、時間的な余裕の確保に次いで、“地域の人とつながりを持てる場の確保”があげられている。

○ また、ライフスタイル的な要素としては、先の時間的な余裕の確保のほかに、“家族や同行者の理解、価値観の合う
仲間の存在や”自分の能力・知識・経験などを活かせる機会の存在”があげられている。

○ 一方で、“会社など所属組織の理解、テレワークや副業を認めるなどの制度化”、“地域での活動に伴う収入の確保”
はあまりあげられていない。

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事やプライベートでの時間的な余裕の確保

移動や滞在に伴う金銭的負担の軽減

家族や同行者の理解、価値観の合う仲間の存在

会社など所属組織の理解、テレワークや副業を認めるなどの制度化

地域の人とつながりを持てる場の確保

自分の能力・知識・経験などを活かせる機会の存在

地域での活動に伴う収入の確保

その他

直接寄与型が考える地域との関係性を深めるために必要なもの

注）複数回答可

回答者総数：749人
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10．関係人口（訪問系）が求める地域との多様な関わり

○ 関係人口（訪問系）のうち、直接寄与型は、地域の人とのコミュニケーションを深めたり、多くの人とのつながり
を持つことや地域のためになることにチャレンジしたいなど、関わりの深化を求める傾向が強い。

○ 一方で、趣味・消費型は“いま以上の関係性は求めていない”人が５割を超えるなど、関わりの深化をあまり求めて
いない。

○ また、参加・交流型では、地域との関わりを深めたいという傾向が若干強まることから、地域との関わりを深める
きっかけを創出することが重要と思料される。

関係人口（訪問系） 大分類ごとの関わりの深化の方向性

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和元年9月実施） （三大都市圏の関係人口、人数ベース）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

地域の人とのコミュニケーションを深めたい

より多くの人とのつながりを持ちたい

いろいろな分野の活動に参加したい

地域のためになることにチャレンジしたい

地域での趣味やライフワークを充実させたい

概ね５年以内の移住や就労などを考えたい

概ね５年後以降の移住や就労などを考えたい

いま以上の関係性は求めていない

今後、関係性は続けにくい、続かない

その他

趣味・消費型

（N=2,638）
参加・交流型

（N=1,446）
就労型

（N=987）
直接寄与型

（N=749）

注）複数回答可

回答者総数：5,820人


